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研究成果の概要（和文）：本研究では、学生自身が推敲段階において自身のレポート内の話し言葉をチェックで
きる「話しことばチェッカー」システムの開発を行った。これは、話し言葉とされる表現のうち、ルールベース
で文章中から判別可能なもののみをデータベースにまとめた上で、レポート内での話し言葉箇所を検出し、修正
例を提示する機能を搭載したシステムである。
216名の学生に対し行った実証実験の結果、「話しことばチェッカー」を反復的に利用することで、話し言葉の
知識を習得し学術表現のトレーニングとなり得ることが、学生に課した異なるテーマのレポートやアンケート調
査の結果からも確認できた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed a "HANASHI-KOTOBA Checker" system that enables 
students to check their own colloquial language in the editing stage of their reports. The system is
 equipped with a function to detect colloquial language in a report and provide examples of 
correction after compiling a rule-based database of only those expressions that can be identified in
 the text as colloquial language.　
The results of a demonstration experiment conducted on 216 students confirmed that repeated use of 
the "HANASHI-KOTOBA Checker" can help students acquire knowledge of colloquial language and provide 
training in academic expression, as evidenced by the results of reports and questionnaires on 
different topics assigned to the students.

研究分野： 教育工学

キーワード： 話しことばチェッカー　日本語ライティング　レポート　話し言葉　学術表現　学術文章　学習支援シ
ステム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、学生にまとまった文章を作成させ、システムを用いて自分の文章内の話し言葉への気づきを促し、
推敲習慣を身につけさせるために「話しことばチェッカー」を開発した。本システムは、判定対象となる文章内
に含まれる話し言葉を検出し、修正例を提示する機能を搭載したシステムである。
本システムを用いることにより、文章中の話し言葉が自動的に抽出されるとともに、話し言葉修正礼やコメント
が表示される。これにより、学生が自身の書いた文章の推敲をより意識的に促すことができる。また、本システ
ムを繰り返し利用することで、学術文章に適した表現を習得していけるようになることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
大学のユニバーサル化に伴い多様な学生を受け入れるようになり，大学生の文章作成力の低 

下がより問題視されるようになってきた。そのため，年々多くの大学で初年次向けに，レポー 

ト・論文の書き方等文章作法関連の授業を開設することにより，日本人学生に対する日本語教 

育，文章力育成の向上を図っている。しかし，文章作法といっても，その指導内容や到達目標 

は各大学や担当者に委ねられており，大学によっては多様な学部の教員が同一の科目を担当し 

ている現状がある。そのため，授業や担当教員により授業内容や書かせる文章はさまざまであ 

り，スタンダードと呼べる文章作法は確立できていない。これは，大学で求められる文章作法 

に関わる一般的なカリキュラムが定まっておらず，大学生向けの教授法も確立できていないこ 

とを意味している。 

文章作法に関する授業においては，レポートの書き方の中でも構成面や形式面が特に重視さ 

れる傾向がある。一方，特に専門科目でのレポート課題においては，文章表現よりも内容面が重
視されることがあるが，それであっても，文章表現に問題があれば，読み手にとっては内容理解
の負担となり，それが評価に影響を及ぼしうる。このように，レポート作成において「学術文章
に適した文章表現（以下，学術表現）」は，いかなる分野にあっても基本的に求められるもので
ある。 

しかし，主語と述語の対応が不適切，助詞の使い方の誤り，学術表現と話し言葉の区別がつ 

けられないといった事例は，初年次に限らず多くの学生のレポートに見られており（佐藤全達 

（2002）「保育科学生の文章表現力について」『育英短期大学研究紀要』第 19 号，pp.69-80）， 

レポートの形式や内容以前に日本語の運用そのものに問題を抱えていることがわかる。特に話 

し言葉については，その境界線は不明確な部分も多く（石黒圭（2011）「話し言葉と書き言葉— 

初年次教育の基礎資料として」『言語文化』第 48 号，pp.15-35），教員によっても解釈が異な 

るため，一貫した指導がしにくい。また，学術表現を使いこなすには日常的に学術文章に意識 

的に触れるなど，長期的な取り組みが必要である。そのため，短期的に効果が現れにくいため， 

意識しにくくなっている。 

 

２．研究の目的 
本研究では，これまで一貫した指導が行われてこなかった書き言葉（学術用語）と話し言葉を

区別するための「話しことばチェッカー」システムを開発する。学生が「話しことばチェッカー」
を利用することによって，自身の文章中の不適切な話し言葉が自動的に抽出され，その都度話し
言葉への気付きを得られることになり，自身のレポートを推敲する手掛かりとすることができ
る。また，本システムを繰り返し利用することにより，推敲をより意識的に行うことを促し，学
術文章に適した表現を習得していけるようになることが期待される。 

 

３．研究の方法 
本研究では「話しことばチェッカー」開発のために，定期的に議論検討を行いながら，大き 

く次の 3 つの中心的作業を行った。 
①学生のレポートを中心に学術文章内で使用されている話し言葉を抽出し、話し言葉のデータ
ベース構築 

②「話しことばチェッカー」システム開発 
③「話しことばチェッカー」の教育的効果検証 
実用化に向け試作段階での事例も集積しながら，随時バージョンアップをしながら教育的効

果検証を行った。 
 
４．研究成果 
①学生のレポートを中心に学術文章内で使用されている話し言葉を抽出し、話し言葉のデータ
ベース構築 

山下(2018)が作成した「話し言葉一覧表」を基に，話し言葉の語頭を五十音順に並べ，文レベ

ルで修正例と指導案を組み合わせたデータベースを構築した。また，初年次学生のレポートから

も話し言葉を抽出し，話し言葉の修正案と指導案を組み合わせて体系化することとした。体系化

するにあたり，話し言葉には，単語そのものが話し言葉であるものに加え，単語の前後関係や文

脈によって話し言葉か否かが変化する場合があることがわかった。こうした変化はシステム上

の検出方法の分類に大きく関わることが予測されたため，本研究では，話し言葉のカテゴリを表

1 に示す 5 つに分類した。なお，カテゴリ分類の妥当性は，初年次学生を指導する共同研究者ら

と約 400 種類から成るデータベース内の話し言葉を精査し，全てが 5 つのカテゴリに分類でき

ることを確認している。したがって，表 1 に示す 5 つのカテゴリを本論文の話し言葉体系として

定義した。 



 

 

表 1 話し言葉カテゴリ 

カテゴリ ルール 例 

1 対象の単語のみ あたりまえ,あんまり 

2 対象の単語の直前に特定の単語が付随 
て＋しまう 

形容詞・動詞終止形＋し 

3 対象の単語の直後に特定の単語が付随 
くせ＋に 

割＋と 

4 対象の単語と同じ文章内に特定の単語がある 
一番＋形容詞・動詞 

どうしても＋～たい 

5 その他（例：文法的誤用，若者言葉など） 
食べれる（ら抜き言葉） 

痛い＋人 

 

次に，話し言葉体系に基づき，気付きによる推敲を促し，判定根拠となるロジックが提示でき

るよう，話し言葉の含まれた（話し言葉）原文・修正例・（指導案となる）コメントを付け加え，

データベース（以下，「話し言葉事例集」と呼ぶ）を作成した。話し言葉事例集の構造を表 2 に

例示する。表 2 中に示すカテゴリは，開発する情報システム（以下，「話しことばチェッカー」

と呼ぶ）でパターンマッチを通じて話し言葉を抽出する際に用いられる。また，コメントは（話

し言葉）原文と紐づいており，これは指導案として提示される。 

 

表 2 話し言葉事例集 

話し 

ことば 

カテゴリ 原文 修正例 コメント 学術的表現 

お客様 1 

生産者情報を示せば，★お客様

★は安心して農産物を買える． 

生産者情報を示せば，客は

安心して農産物を買える． 

レポートや論文では，丁寧

語や尊敬語は避ける 

客 

し 2 

営業時間を短縮すれば，客が減

る★し★売上も減る． 

営業時間を短縮すれば．客

が減り売上も減る． 

連用形にする 減り 

くせに 3 

社会人の★くせに★名刺の渡

し方も知らない． 

社会人でありながら名刺

の渡し方も知らない． 

主観的表現．客観的にする

には，別の言葉で説明する 

でありながら 

一番 4 

彼は高校時代，成績は常に★一

番★だった． 

彼は高校時代，成績は常に

一位だった． 

具体的にどのような状況

かを別の言葉で説明する 

一位 

トップ 

てこれる 5 

飛行機を使えば香港なら日帰

りで行っ★て来れる★． 

飛行機を使えば香港なら

日帰りで行って来られる． 

文法的誤り てこられる 

 

②「話しことばチェッカー」システム開発 

 「話しことばチェッカー」は，判定対象となる文章

内に含まれる話し言葉を検出し，修正例を提示する機

能を搭載した話し言葉検出システムである。本システ

ムはブラウザで利用する Web システムであり，図 1 に

示す「形態素解析」「話しことばデータベース検索」

「話しことば判定」「例文データベース検索」「検出結

果表示」からなる 5 つのモジュールで構成される。 

 図 2 と図 3 には，本システムの画面例を示す。図 2

に示す入力画面では 800 字まで入力（貼付）でき，画

面左下の「話しことば検出」ボタンを押すと，図 1 に

示した 5 つの処理モジュールによる工程を経て話し

言葉が検出できる。図 3 に示す検出結果画面では，検

出結果が黄色表示（本報告書では白抜き）される。こ

こでは，カテゴリ 1 に該当する「です」が検出されて     図 1 システム処理の流れ 
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いる。黄色表示の上にカーソルを合わせると，話し言葉事例集（表 2）の「話しことば列」を見

出しとして，「原文列」・「修正例列」・「コメント列」がヒントとしてポップアップ表示される。 

 

 
図 2 話しことばチェッカー画面図（入力画面） 

 

 
図 3 話しことばチェッカー画面図（検出結果） 

 

ポップアップ表示内の「原文・修正例・コメント」は，初年次学生にも理解しやすい表現で表

し，学生は修正例・コメントから気づきを得て，それを参考に自分のレポートに転用することで，

書き言葉の訓練となることを目指した。特に，コメントでは誤りの本質的な根拠を，話し言葉の

原文例に対応させ 13 のパターンで示し，話し言葉を意識づけできるよう工夫した。 

 

③「話しことばチェッカー」の教育的効果検証 

 教育的効果を測るため，実証実験を行った。話しことばチェッカー」の話し言葉検出数を用い，

教育的効果とシステムの評価を 2 度行った。第 1 回は，初出と再提出レポートを比較し，話し言

葉減少の有無を検証することが狙いとした。第 2 回は，第 1 回と第 2 回の初出レポートを比較

し，カテゴリ別に話し言葉減少の有無を検証することを狙いとした。 

まず，本システムの有効性としては，話し言葉検出数の個人差はあるものの，話し言葉事例集

のカテゴリ 1～3 までの 373 例については，検出できていたことが確認できた。第 1 回の再提出

レポートの話し言葉検出数，また第 2 回レポートのカテゴリ 2 と 3 の話し言葉検出数が大幅に

減少したことに加え，振り返りアンケートでも 8 割以上の学生が肯定的評価をしていることか

ら，システムの有効性も確認できた。 

教育的効果については，本システムを 2 回利用することで話し言葉の出現が減少したことに

認められた。第 1 回のレポートで検出された話し言葉を推敲し修正したことにより，再提出レポ

ートの検出数は大幅に減少していた。ただし，これだけでは話し言葉を十分に意識できていると

は言えなかったが，異なるテーマで課した第 2 回のレポートでは，カテゴリ 1 の「私」「思う」

などの特定の言葉以外は検出数が減少していた。このことから，反復的に本システムを利用する

ことで一定程度は話し言葉への意識づけができたことが確認できた。一方，教員側のレポート課

題の出し方により，検出数が増加する話し言葉があることも確認できた。課題の出し方や指導の

工夫をしなければ教育的効果に制限をかける可能性もあるが，本システムを用いることで，レポ

 

 



 

 

ート指導の際，出現しやすい典型的な話し言葉を事前に例示することができる。そうすることで，

出現しやすい話し言葉の使用を防止あるいは容認することもできることが明らかとなった。 
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